
１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点目標

児 童
生 徒

保護者 教職員

教 育 目 標 教育目標を達成している 91% 95% 100%

学 校 の 雰 囲 気 明るく楽しい雰囲気である 84% 94% 96%

組 織 運 営 校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 100%

業 務 の 改 善 校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 96%

ルールやマナーを身に付けている 88% 91% 100%

挨拶をよくしている 94% 82% 100%

「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ） 72% 68% 57%

教職員は悩みや相談に親身に対応している 89% 86% 100%

いじめ防止対策 学校はいじめ防止のための対策をとっている 92% 86% 100%

人 権 教 育 生命や人権を尊重しようとする心が育っている 96% 88% 100%

平 和 教 育 平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 93% 90% 100%

特 別 支 援 教 育 学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 92% 85% 96%

特 色 あ る
学 校 づ く り

伝統や校風、地域の実態に即した教育を行っている 91% 89% 100%

わかりやすい授業を行っている 94% 93% 100%

家庭学習の習慣が身に付いている 87% 79% 95%

将来の自立に向けて適切に指導している 88% 80% 95%

長崎のまちや自分の住んでいる地域が好きである 93%
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分析及び改善策

アンケート結果

項　　　目
領
域

概ね良好

学 習 指 導
・ 教 育 課 程

生活・生徒指導

学
校
経
営

学校番号（３４）　長崎市立（　西城山小　）学校

重点１　個に応じた教育実践（Ｇ１－３・４）
重点２　「気付くまで」「できるまで」「わかるまで」の授業（Ｇ１－１）
重点３　凡事徹底、師弟同行による生活指導（Ｇ１－２）
重点４　めざすこども像を共有した学校、家庭、地域の連携・協働（Ｇ１－３）
重点５　保健・安全指導の徹底（Ｇ１－４）

（肯定的割合・％）質　問　内　容

概ね良好

心
の
教
育

概ね良好

確
か
な
学
力

キ ャ リ ア 教 育



保 健 ・ 衛 生 衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 95% 91% 95%

早寝・早起き・朝ごはん（基本的生活習慣）が身に付いている 83% 84% 100%

体力向上に努めている 87% 84% 100%

食 育 食に関する教育活動を行っている 86% 90% 95%

安 全 管 理 児童生徒の安全に気を配っている 94% 91% 100%

情 報 提 供 学校の状況は通信やＨＰ等で知ることができる 93% 100%

Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 域
と の 連 携

学校はPTAや地域との連携がとれている 96% 100%

職 員 資 質 向 上 研修が充実し、資質が向上している 100%

環 境 整 備 教育環境が充実し、整備されている 91% 77% 100%

職 場 環 境 学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 100%

５　自己評価のまとめ（成果・課題・対策等）

６　学校関係者評価

７　対策等の見直し（学校関係者評価を受けて）

概ね良好

概ね良好

概ね良好

○ほとんどの項目において、児童、保護者、教職員ともに85％以上の肯定的評価でおおむね良好な結果となった。学
校教育目標を教師、子ども、地域が共有し、努力を続けた結果であると考える。
○「あ・は・は運動」の認識が低くなっている。今年度、「あ・は・は運動」と校内の生活指導を連携させる取り組
みができなかったことが課題となった。次年度は、生活指導の計画立案の段階で「あ・は・は運動」を取り入れ、周
知・改善させていく。
○家庭学習の習慣化について、保護者の割合がやや低かった。教職員が高い割合であることを考えると、意識の
ギャップがあると考えられる。個別最適な学習の充実の観点から、家庭学習の取組について見直していく。

健
や
か
な
体

信
頼
さ
れ
る
学
校

○クロームブックを活用したAIドリル等の家庭学習の効果や見守り方などを保護者に周知するとともに、教職員も研
修を行い紙の宿題と併用しながら学力向上へつなげていく。
○体力向上について、フィットネスチャレンジの全校的な取組を進めその成果を保護者へ周知することや、体育科学
習の充実（体つくり運動、器械運動など）によるけがの防止などに取り組む。

○児童・保護者・教職員の意識のギャップについて話題になった。
○家庭学習については、クロームブックの活用により、保護者の関わり方（点検、添削など）が変わってることや、
AIドリル活用による学習時間の変化などが考えられると説明した。保護者へ、家庭学習の在り方やAIドリルの効果に
ついて説明し理解してもらう必要があると意見をいただいた。
○体力向上については、幼少期からの運動経験の不足や、ちょっとした運動でのけがの多さなどの懸念を伝えた上
で、フィットネスチャレンジの全校的な取組の周知、体育科の学習の充実などについてご意見をいただいた。
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